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プロードキャストべつう
（別売り）

タカラトミーでは、「子どもたちに安全で楽しいおもちゃと夢を」を第一に考えておりまま

そのため、常I~臨に対し翻丙図要を行なっており、お買い上団時期によって司一
製岳¢中にも多少異なるものや、バックージの写費やイラストなどと異なる瘍合が

こさいますがご了承ください。製品につきましては、万全の注怠をはらって製造に

当たっておりますが、乃ーお気付きの点がこさいましたら下記までこ連絡ください。

タカラトミーお客様相談室おかけ問還えのないようこ注意ください
製品や修遭については下記お客樟相該●までお問合せください

〒124-8511東京都葛飾区立石 7_9-10 1クカラトミーサポ→ 『検索 I

~.0570-041031 !生芯ばふ窃孟＃，賃悶芯竺盆，90 ~9 9 時
hばpJハwmtakaratomyco」p/support./indexhtml 

発売元：株式会社 5カラト三一
●たのしいタカラトミーの情報はインターネットでhttp://www.takaratomy.co.jp
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